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＜外来情報＞

・橋本喜久子様～4年も前から右眼の視力が無くなってきている事が分かっている。左眼は見えており、両目共に疼痛はなし。今後緑内障の可能性を考えて主治医より眼科を受診するよう説明。本人は手術が嫌だからと受診を拒否。必ずしも手術をするとは限らない事を説明し次回受診時6/28に診療情報提供書をお渡しする事としている。眼科受診は五戸総合病院で検討中。

・小田桐晃毅様～現在診断書作成し休職中。休みに入ってからは自由な感じがしている。夜間の睡眠状態も安定。抑うつ気分は軽快傾向にあるが朝起床してからの眠気やだるさはやや見られ千得る。6/2頭部ＣＴ希望にて実施予定。
＜センター新患情報＞

・川口澄江様（67）女性　　6/2受診予定

13年前に夫が死去。長男と次男は関東地方在住。4年前に長女が結婚してからは、姑と二人暮らしをしていたが、H25年夏頃に長女が育休・産休のため里帰り。昨年から入退院を繰り返していた姑がH26年4月に姑が亡くなり、現在は里帰りした長女と長女の子ども二人と一緒に暮らしている。夫が死去してから、やる気がなくなっていたと本人が（最近になって）話していたようだが、周囲からは抑うつ傾向等は感じていなかったよう。H18年9月、くも膜下出血のため八戸市立市民病院で手術を受け、1ヵ月半ほど入院治療を受けていた。リハビリにより、時折左側のスリッパが上手く履けないことがあるものの、日常生活で特に気になる症状はないよう。H25年夏頃、長女が里帰りしてから、長女の子どもが外に出られないように玄関に付けていたゲートの紐を閉め忘れることやドアの引き戸を開けっ放しにすることが目立ち、長女が注意したそばから閉め忘れることが多くなっていた。また、お金をどこに使ったか分からなくなる、何かやっている最中に他の事に気を取られ、やっていたことが何だったか忘れるようなこともあった。同時期より、本人の表情が乏しくなってきたと義理の妹（近所）が感じるようになっていた。同年10月、術後の定期健診（1回/年）で八戸市立市民病院を受診した際に、本人が上記症状を主治医に相談したが、「歳だから」と言われたとのこと。定期健診では特に異常がないと言われていた。正月にはいつもは煮しめを作っていたが、今年の正月には作らなくなり、「やらなきゃ」という気持ちがあるものの行動に移せないよう。また、姑の食事の用意はしていたようだが、支度が遅いと長女は感じている。

上記により、元々の癖（出したものをしまわない）が強くなっただけなのか、うつ病なのか、認知症なのか、長女が鑑別を希望し、受診相談に至る。

・櫻井迪男様（80）男性　　6/3受診予定
長男夫婦と同居しているが、長男夫婦は2階、本人は家政婦の介助を受けながら1階で生活し、長男夫婦の協力はほとんど得られない状態。妻は2年前に亡くなり、長女（三沢市）が主援助者となっている。次女は埼玉県在住。10年程前、青森労災病院で脳梗塞の手術をし、体の麻痺はなかったが、失語により意味のある文章を伝えるのが難しい状態となっていた。9年前に大腸がんが見つかり、労災病院で手術を受けたが、その後別の部位の大腸がんで2回目の手術を受け、右わきにストーマをつけている。また、3～4年前に、前立腺を削る手術をしたが、夜の頻尿がコントロールできなかったため、バルーンを装着している。現在は三沢市立市民病院の泌尿器科とあいざわクリニック（大腸がんのフォロー）にかかっている。H25年の年明けから誤嚥性肺炎を繰り返している。その他、心房細動、高血圧、腎機能の低下などもあり、H25年の診察で「いつ心臓が止まってもおかしくない」と言われていた。身体状態は良くないが、家政婦の介助（365日24時間）と訪問看護（毎日8時と18時の去痰）、看護師による入浴サービス（毎週月・木曜日、急変時の対応のため）を受けながら、自宅での生活を続けていた。2年程前から、「暑い」「寒い」とずっと言い続けることや、午前中に眠って、夜間何度も便を気にしてトイレに行くことがあった。また、失語による影響か、聞いたことに対して「分からない」と答えることが多く、学生時代の写真を見せると反応を示すが、60代で撮った海外旅行の写真を見せると「分からない」と話していた。H26年3月、自宅で転んで、大腿骨骨折のため三沢市立三沢病院で手術を受け、その後歩けなくなっている。入院中、尿意や便意で看護師を呼び続けることや自分で起き上がろうとすることが目立ち、拘束帯をつけて対処。夜は家政婦が寝泊まりして介助をしていた。自宅へ退院後も同様の状態が続き、トイレに行く必要がないのに頻回に訴えるようになった。また、入浴介助がある日に、本人に風呂があること伝えると、「風呂に入る」と仕切りに訴えたり、何度も入浴の確認をしたりしている。食事は介助にて摂れているが、むせ込みがあり、漢方薬をご飯の上にかけて食べることがある。5月17日、本人の尿や便の訴えに対して、家政婦が尿も便も出ていないことを見せると、睨みつけることや布のナプキンを投げつけることがあった。

尿や便の訴えが頻回になったことで、自宅での対応が困難になりつつあるが、長女は入院治療を望んでおらず、薬物治療による症状の改善を希望している。

